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速やかに、精密検査を受けてください
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  胃に気になる症状がないからだいじょうぶと思い込まないで！　

自覚症状がなくても、必ず精密検査を受けてください。

※１：ここでいう「早期」とは、がんの進行度を０～Ⅳ期に区分した病期分類（TNM分類）におけるⅠ期を意味します。
（Ⅳ期に近いほどがんが進行している状態）

※２：2014-2015年院内がん登録５年生存率報告におけるネット・サバイバル（純生存率）は92.3％。
※３：ここでいう｢治る｣とは、診断時から５年後に生存している状態を示します。

あなたは胃がんの疑いがあると判定されましたあなたは胃がんの疑いがあると判定されました
胃部エックス線検査において、がんの可能性がある異常が認められました胃部エックス線検査において、がんの可能性がある異常が認められました

第1.0版

精密検査を受ける医療機関については、がん検診を受けた医療機関や市町村にお問い合わせください。

がん検診受診率向上
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